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活動対象地域：山岳地域エンガ州
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事業を始めた背景
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保健医療サービスが人々に届きにくい

女性を医療サービスから遠ざける根強い風習

女性の社会的地位が低い
（女性に情報が届きにくい）
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これまでの活動と私たちがめざすもの

保健医療施設から遠く離れた地域の人々
（特に母子）が健康に暮らせること

女性の社会的地位の向上
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パイロット
2診療所を拠点にVHV育成
モバイルクリニックサービス改善

民間助成金2014～2017

地域保健
郡全土に展開

ライガム郡全にてVHV育成
モバイルクリニックサービス改善

JICA草の根技術協力事業
パートナー型

2018～2022

母子保健を中心に
VHVによる母親学級
モバイルクリニックにおける産前産後健診

・外務省NGO無償資金協力
・JICA草の根技術協力事業

2023～
（申請中）
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パプアニューギニア独立国

山岳地域の女性が元気に暮らせる

村づくりプロジェクト

JICA草の根技術協力事業パートナー型
2018年2月～2022年7月（4年6か月）
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本事業のねらい
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活動対象地域の女性が

適切な保健医療サービスを受けられる

人々の保健に対する知識
と意識が向上する

• 保健委員会の設置
• 村落保健ボランティア
（VHV）の育成

• VHVによる健康啓発活
動のサポート

モバイルクリニックサービ
スが改善され、機能する

• モバイルクリニックサー
ビスの改善支援

州保健局のマネジメント
力が強化される

• モニタリング力強化支援
• 事業内容のパッケージ
化

女性の健康が改善する
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事業の実施体制
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HANDS東京本部 HANDS PNG

エンガ州保健局

ライガム郡保健局

保健医療施設

コミュニティ
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活動内容 -1-

「地域住民の保健に関する意識や知識
が向上する」
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エンガ州保健局、事業関係者と活動の骨子
を決める話し合い
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事業対象地の代表/住民への活動説明、
意見交換会
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活動に対する合意書への署名
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基礎調査、住民の知識・意識調査
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CAP研修
（Community Action and Participation）

13



特 定 非 営 利 活 動 法 人 H A N D S

村落保健ボランティア育成研修の教材作成
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村落保健ボランティア育成講義研修
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村落保健ボランティア育成実地研修
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村落保健ボランティアによる啓発活動の教材
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お披露目会、VHV看板設置
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人々の意識と行動変容
–スタッフハウスとお産を待つ家の建築-
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人々の意識と行動変容 -保健委員会の活動紹介-
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人々の意識と行動変容 -地域の清掃-
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目指したことと成果（2022）
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成果目標基準値

230名600名村落保健ボランティア（VHV）
20名

96％80％VHVの知識の向上

46％50％女性ボランティア
0％

54か所55か所コミュニティ内における健康に
関する相談場所 0か所

40％の住民0健康啓発内容の実践

人々の保健に対する知識と意識が向上する
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活動内容 -2-

「モバイルクリニックサービスが改善され
機能する」
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モバイルクリニックの現状
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モバイルクリニックの施設建設
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目指したことと成果2
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成果目標基準値

54/5555/55サイト産前検診ができる環境 35/55

94％80％モバイルクリニックにおける
産前検診実施率 24％

40.6％40％産前検診受診率（第1回目）
31.6％

23.3％20％産前検診受診率（第4回目）
11.8％

3.3回3.5回産前検診受診回数 2.7回

モバイルクリニックサービスが改善され機能する
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目指したことと成果3
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成果基準値

5/9回郡保健局が中心となった
VHV育成研修

モニタリング担当官1名の配
置（郡保健局内）

VHVモニタリング制度の確立

Healｔh Promotion Technical 
Teamの配置、職員2名配置

（州保健局内）

モバイルクリニック
モニタリング制度の確立

ガイドライン作成事業内容のパッケージ化

州保健局のマネジメント力強化
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その他の成果、波及効果

• 中央保健省・WHO共催の政策会議に参加
• UNICEF、WHOからの研修見学、視察
• 他ドナーによるVHV追加研修
• 他ファンドによる他郡でのモバイルクリニック
シェルター建設

• 対象地域の人口把握

28



特 定 非 営 利 活 動 法 人 H A N D S

その他の良かった点

• 住民の主体性を重視した活動設計により住民の
当事者意識を高め、巻き込みに成功

• 「主役は現地の人々、自分たちは黒子に徹する」
に忠実に事業展開→COVID-19の影響で駐在ス
タッフが不在でも事業を進めることができた
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2019年12月～ COVID-19の中での事業運営
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COVID-19による制限の中での事業運営
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COVID-19による制限の中での事業運営
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今後の展望

地域保健→母子保健へ活動の中心を移行
• VHVによる母親学級の実施

– VHVへの追加研修
–母親学級制度構築

• 産前、産後健診の充実
–モバイルクリニックのモニタリング強化
– （母子手帳のパイロット導入）

• 分娩環境の整備
–分娩室、参加病棟の改築
–お産を待つ家の建設
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将来めざしているもの
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MC整備
と

ボラン
ティアへ
の研修

医療

サービスと

健康教育
の充実

地域の
人々の

知識や
意識が
上がる

病気の

予防と

必要な医療
サービスを受
ける習慣

安全な
出産と

育児

健康な

生活

ボランティア
への研修

女性

ボランティア
の誕生

ボランティア
からお母さ
んたちへ

健康に関す
る情報が届く

女性ボラン
ティアの活躍

女性の役割
や存在が認
められる

女性が

尊重される
社会

女性の健康向上

今

女性の社会的地位の向上

2014年 2018年 5年後 10年よりもっと先
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女性の真の健康をめざして・・・
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